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Ⅰ．はじめに

　大阪府のミツバ生産は，貝塚市，和泉市等で年間700ｔ

余り（全国７位）で，その大半は養液栽培である．養液

栽培におけるミツバの主要病害は，立枯病，根腐病，菌

核病で，罹病残渣や汚染種子からの感染が問題となる．

特にRhizoctonia solaniによって引き起こされる立枯病は

育苗床で発生することが多く，汚染種子に由来すると考

えられるが，種子消毒のための登録農薬がなく防除対策

に苦慮していた．近年の減農薬の要望の高まりとともに，

熱処理による種子消毒法が注目されるようになり，水稲

の温湯消毒が各地で普及しつつある1,2）が，ミツバでは

最近の藤田ら３）の例を除いて詳細な試験例が見られなか

った．また，ミツバ種子の乾熱消毒法として推奨されて

いる条件４）には，発病の可能性のある温度域が含まれて

おり，詳細な条件の検討が必要と思われた．本試験では，

この両種子消毒法によってミツバ立枯病を防除する際の

最適な条件を検討した．

Ⅱ．材料および方法�

　府内産地では一般的に，購入したミツバの乾燥種子を

激しく攪拌するなどしてよく水洗し，菌核等を含むゴミ

を除いて１日程度水に浸けた後，水を切って冷蔵し随時

播種される．この一連の操作の中で種子消毒は，水洗前

（乾種子)，水洗後（冷蔵前)，冷蔵後（播種直前）のい

ずれかの段階で行うことが考えられるので，ここでは水

洗前または冷蔵後に熱処理を行い，処理温度，処理時間

による立枯病防除効果と種子発芽率を調査することとし

た．温度の測定は，正確を期すため，媒体に標準温度計

の全身を浸すことにより行った．　

　１．購入したミツバ種子の立枯病発生率を調べるため，

約５g（約1600粒）を１時間程度かけて数回水洗した後，

径８cmのプラスチック製アイスクリームカップ中で水

に浸したウレタンスポンジ（4.7×4.7×2.9cm）上に重な

らない程度に密集して播種し（250～300粒)，25℃多湿

条件下に置いて20日後に発病を調査した．わずかでも立

枯病の発生したスポンジは発病と判定した．入手した品

種は先覚（柳川採種研究会）A，先覚B，先覚C，先覚D，

先覚E（A・B・C・D・Eはロットの違い)，関西白茎三

ツ葉（タキイ)，白茎みつば（赤松種苗）の３品種７ロ

ットであった．１ロット当たり４連で試験を行い，各連

の発病の有無を調べた．これを２回反復した．

　２．乾種子を激しく攪拌しながら数回水洗した後，１

日水に浸けたまま放置し，種子同士がくっつかない程度

に風乾して冷蔵したもの（水洗冷蔵種子）または乾種子

約５gをガーゼに包み，第２表に示す各種温度の恒温漕

に揺動しながら一定時間浸漬した後，直ちに流水で冷却

した．水を切った後，１と同様に播種し発病を調査した．

また，同処理した種子約50粒を湿ろ紙上に置いて25℃12

時間照明下7日後の発芽率を調査した．対照として，乾

種子または水洗冷蔵種子をベノミル水和剤500倍希釈液

に1日浸漬し風乾した後，上記と同様に播種した．

　３．乾種子を乾熱滅菌器中40℃で１日予備乾燥した後，

70，75，77，80℃で，第３表に示す所定の日数乾熱処理

した．処理後1時間程度かけて数回水洗し，２と同様に

播種し，発病と発芽率を調査した．�

Ⅲ．結　果�

　処理を加えていない通常のミツバ種子は，25℃では播

種５日後から発芽が始まり12日後にはほぼすべての種子

が発芽した．熱処理を加えた種子は，処理の程度によっ

て発芽率の低下とともに発芽の遅れが見られたが，播種

７日目の発芽率の高低が最終的な発芽率や発芽の遅れを

反映していたので（第１図)，７日目の発芽率で評価す

ることとした．発病始めは播種７日後から18日後までで

あったため，発病調査は播種後20日目に行った．

　ミツバ種子はロットによって立枯病汚染率が大きく異

なり，無消毒でも全く発病しないものから，ほぼ確実に

発病するものまでみられた（第１表)．７品種・ロット

のうち，先覚Aが高い立枯病発生率を示したので，これ
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を汚染種子として今回の試験に用いた．これまでミツバ

立枯病から分離されたRhizoctonia solaniは菌糸融合群

AG-1とAG-4である５）が，今回用いた先覚Aが保菌して

いたR. solaniはAG-4であった．

　第２表に示したように，水洗冷蔵種子は57.5℃１分処

理でも発病しないなど，乾種子より殺菌効果が高かった

が，発芽率の低下が乾種子に比べて大きく，この傾向は

処理温度が高くなるほど顕著であった．乾種子の含水率

は８％，水洗冷蔵種子は35％であった．一方，乾種子を

45.7℃の温湯で12分処理した場合は発芽率は100％だっ

たが発病が見られ，また，同15分処理すると発芽率は75

％で発病はみられなかった．処理温度と時間の増加に伴

って発芽率は減少し，立枯病防除効果は向上した．58.6

～61.8℃では１分処理でも発病がみられなかったが，こ

れより短時間の処理は種子内部への熱伝導が不十分と考

えて行わなかった．61.8℃２分処理では発芽率の低下が

著しかった．乾種子を温湯処理した場合に立枯病が発生

しない最低限の温度と時間の関係を，第２表から抜き出

して第２図に示した．ベノミル水和剤浸漬処理は無発病

で発芽率への影響もなかった．

　野菜の種子で従来から行われている乾熱消毒法は，水

分の多い種子では発芽率が著しく低下するため，予備乾

燥をして含水率を下げてから乾熱処理するのが一般的で

ある６）．本試験でも水洗等の前処理を加えていない乾種

子を乾熱処理に用いたが，70℃では６日間処理しても発
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第１図　熱処理によるミツバ種子の発芽率の変化�

白茎�

第１表　ミツバ種子の品種・ロット別立枯病発生率�
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第２表　ミツバ乾種子と水洗冷蔵種子の温湯処理後の�
　　　　発芽率と立枯病発生の有無�
�

発芽率は播種７日後の値を用い，無処理の発芽率を
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とを示す．�
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第２図　立枯病防除に有効なミツバ種子温湯処理の�
　　　　温度と時間の関係�
乾種子の温湯消毒で立枯病を抑制できた処理温度と時間を�
第２表から抜き出してプロットした．�
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病を防ぐことができず，75℃６日，77℃３日，80℃２日

の処理で発病は抑制された．これらの条件で種子発芽率

は62，74，69％であった（第３表)．�

　

Ⅳ．考　察�

　ミツバ種子はロットによって立枯病汚染率に大きな違

いがあったため，健全な種子を入手することが立枯病防

除には重要であると思われる．これまで，菌核病予防の

ためにベノミル水和剤を処理されることが多かったが，

それによって立枯病も予防されていたことが今回の試験

によっても裏付けられ，本試験の趣旨とは異なるが，ベ

ノミル剤をミツバ立枯病に対する種子消毒剤として農薬

登録を取得することも可能と思われる．

　府内農家の慣行では，購入した種子を水洗後１日浸種

した後，水を切って冷蔵されることが多いが，このまま

乾燥しないと種子は35％という高い含水率であるため熱

処理に対して弱く，温湯処理に供するには適当でないと

思われる．また，風乾された場合でもその乾燥程度によ

って温湯処理の影響が異なるため，普及に当たって注意

が必要である．一方，乾種子は熱処理に対する耐性が強

く，60℃程度までの温湯なら2分以内の処理で70％以上

の発芽率は維持できるため，温湯処理に適していると考

えた．藤田ら３）は水洗後風乾冷蔵した種子について温湯

処理の効果を検討し，47℃10～30分処理が立枯病防除に

最適であることを明らかにしたが，当試験では47℃10分

では発病の可能性があり，47℃30分では発芽率の低下が

大きく，実用のためには条件を制限する必要があると思

われた．

　立枯病防除のための温湯による乾種子の消毒は，第２

図のグラフの直線より上部の温度・時間域が有効と考え

られるが，種子の発芽率の低下を避けるにはできるだけ

この直線に近い方がよいと思われる．本試験で使用した

種子は購入後半年以上経過したものであったが，新鮮で

発芽率の高い良質な種子であればより長時間の処理にも

耐えられる可能性はある．また，本試験では少量の種子

を処理したため湯温の低下や温度むら等は無視できたが，

実用場面ではキログラム単位の処理になるため，予熱，

攪拌，格納袋，恒温漕の容量等に注意を払う必要があり，

さらに，温度むらやタイムラグの影響を小さくするため

に，高温短時間処理よりも低温長時間処理の方が実用的

であると思われる．したがって，第２図のグラフから，

45℃15分，47℃13.5分，50℃10分，52℃８分などが温湯

処理に適した条件と結論される．

　乾熱消毒では，本間ら４）が75～77.5℃３日の処理を推

奨しているが，当試験では77℃3日処理が本間らの結果

と一致したものの，75℃３日処理は発病の危険性が高く

勧められない．乾熱消毒は77℃３日または80℃２日の処

理を推奨するが，発芽率の低下がやや大きく，また，装

置が必要で時間とエネルギーを要するため，一般農家で

の利用には適さないと思われた．

　熱処理による種子消毒は約100年前から行われており，

穀類の糸状菌病には温湯処理，野菜類のウイルス病や細

菌病には乾熱処理などが実用化されてきたが，戦後は合

成殺菌剤に取って代わられていた6,7）．それが，近年の

減農薬農産物に対する要望の高まりに伴って，熱処理に

よる種子消毒法が再評価されるようになり，本試験でも

ミツバ立枯病に対する有効性が確認された。しかし，殺

菌剤処理と違って播種後の感染を防ぐ効果はないので，

播種床や養液漕，パネル，培養液等を清浄に保ちこれら

からの感染に十分配慮せねばならない．

Ⅴ．摘　要�

　ミツバ種子は購入するロットにより立枯病汚染率が大

きく異なり，本病防除には汚染の少ない種子を購入する

ことが重要である．立枯病防除のためにミツバの乾種子

を温湯消毒する際は，45℃15分，50℃10分等の条件が適

当であった．また，乾熱消毒では予備乾燥後77℃３日ま

たは80℃２日処理の効果が高かったが，発芽率の低下が

やや大きかった．
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第３表　ミツバ種子の乾熱処理による立枯病抑制効果と発芽への影響�
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